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た。ずれ角βに対する180度磁区幅の従来法による計算値は、β ≧ 3 ° の領域において実測と大きな隔たりがあ
ったが、本提案手法による計算値は実測値と良好に一致し大きな改善が得られた。また、従来法では珪素鋼板の
張力依存性を全く予測出来なかったが、本提案手法による180度磁区幅の計算値は張力の増加とともに減少し、
磁区観察による実験傾向と一致した。なお、β ＜約 1.7 °の領域では、本提案手法による 180度磁区幅の計算値は
実測値よりも大きくなった。これは計算モデルを平滑な表面を持つ無限平板で近似したのが原因であり、端の効
果や表面凹凸効果等の考慮により改善できると考察した。次に、ランセット磁区が消滅した場合の 180度磁区幅
の計算値は、張力による磁区細分化効果の理論限界値であることを定量的に示した。例えば、β = 2 ° ~ 3 °の場合、
Fe-3%Si方向性珪素鋼板の磁区細分化の理論限界値は約 200 μm ~ 100 μmと予測した。さらに、本提案手法によっ
て得られる 180度磁区幅の計算値と磁束密度を使えば、張力印加時の方向性珪素鋼板の渦電流損を予測できるこ
とを示した。例えば、張力14.7 MPa印加時の、ずれ角βに対する渦電流損We のBm＝1.7 T、f = 50 Hz時の予測




と考察を XMCD-PEEM による磁区観察や高エネルギーX 線による内部応力測定を活用して行った。先ず、一様
圧縮応力下の還流磁区構造の 90度磁区幅が本提案手法により計算され、50 MPaよりも小さい圧縮応力下では、




























の駆動温度が 200 °Cの場合、その温度環境下で板厚 0.2 mmの方向性珪素鋼板に発生しているランセット磁区を
消すためには、室温でランセット磁区を消すために必要な張力に比べて約半分で良いことが予測された。 
 
第７章 結論 
第７章は結論であり本研究の総括を述べた。 
以上本研究により、これまで予測が難しかったバルク軟質磁性材料の表面性状や応力分布そして温度によっ
て変化する磁区構造を精度良く予測することが出来るようになった。 
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